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が
誇
る
べ
き
技
術
」
と
表
し
た
。

吉
川
氏
は
講
演
で
そ
の
有
用
性
を

説
明
。
同
時
に
、
課
題
と
な
る
田
ん

ぼ
ダ
ム
の
持
続
の
難
し
さ
を
詳
し
く

話
し
た
。

「
田
ん
ぼ
ダ
ム
は
簡
単
に
実
施
で
き

な
い
」
た
だ
、
「
実
施
す
れ
ば

（水
害

抑
制
の
）
効
果
は
あ
る
」
（同
前
）。

吉
川
氏
は

「
農
家
に
は
実
施

の
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

（動

費
号
片
一
デ

一
ｔ
　
二
一」
を
導
ら

た
め
に
は
ど
う
し
て
も
行
政
の
支
援

が
必
要
に
な
る
」
と
話
し
、
そ
の
好

例
と
し
て
見
附
市
の
取
り
組
み
を
紹

介
。
ま
た
、
川
の
上
流
域
及
び
下
流

域
に
属
す
る
複
数
の
自
治
体
に
よ
る

広
域
的
な
取
り
組
み
が
効
率
的
な
田

ん
ぼ
ダ
ム
の
運
用
に
繋
が
る
と
し
て
、

県

。
国
レ
ベ
ル
で
の
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
も
課
題
だ
と
し
た
。

当
日
の
も
う
１
人
の
講
師
は
グ

ロ
ー
バ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
代

ト
ヒ
隅
震
ピ
歴
際
勝

問
題
に
つ
い
て
話
し
た
後
、
地
熱
発

る
。
し
か
し
持
続
は
非
常
に
難
し
い
。
　

電
を
利
用
し
た
新
潟
県
の
地
域
活
性

な
ぜ
か
。
田
ん
ぼ
ダ
ム
は
、
水
田
の
　

牝
層
防
詭
匹
膠
Ｌ
隆
。

本
来
機
能
で
あ
る
米
の
収
穫
に
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟

ラ
ス
の
影
響
も
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

も
な
い
。
田
ん
ぼ
ダ
ム
を
実
施
す

る
こ
と
で
米
の
収
量
が
倍
に
な
っ

た
り
、
米
の
味
が
良
く
な
っ
た
り

今
回
の
フ
オ
ー
ラ
ム
で
緑
水
工
業

が
報
告
し
た
の
は
、
浄
水
場
の
運
転

管
理
の
内
容
。
講
師
２
氏
か
ら
は
「
田

ん
ぼ
ダ
ム
」
と
東
電
福
島
第

一
原
発

事
故
に
伴
う
汚
染
水
の
問
題
に
つ
い

て
語
ら
れ
た
。

田
ん
ぼ
ダ
ム
は
、
文
字
通
り
水
田

を
ダ
ム
代
わ
り
に
用
い
て
水
害
を
抑

制
す
る
仕
組
み
。
近
年
、
全
国
的
に

津
盲
一を
一集
め
て
お
二′、
ル
島ヽ
篭
祥
・う

地
は
本
県
村
上
市

（旧
神
林
村
）。

２
年
か
ら
田
ん
ぼ
ダ
ム
ヘ
の
取
り

組
み
が
始
ま
り
、
県
内
で
の
実
施
面

積
は
現
在
１
万
ｈａ
を
超
え
る
。
本
県

の
田
ん
ぼ
ダ
ム
は
県
外
か
ら
の
視
察

が
盛
ん
で
、
兵
庫
県
、
富
山
県
、
北

海
道
等
で
は
既
に
実
施
も
さ
れ
て
い

る
。
講
演
を
行

っ
た
新
潟
大
学
農
学

部
生
産
化
学
科
准
教
授

・
吉
川
夏
樹

氏
は
、
蕩
ｔ
〓
ギ
ム
を

一
彗
毒
果
彙

け名」れ無臓一ダ燿蜂か印』は転糧軸

本
県
の
温
泉
数
は
全
国
第
３
位
で

あ
り
、「新
潟
県
は
地
熱
の
宝
庫
」
（吉

村
氏
）。
ま
た

「
新
潟
県
は
過
去
１０

應
探
臨
膳
勝
履
際
つ

ほ

ｒ

膳

隆

嘔

眠

Ｆ

陽
暦
睦
暦
雁
層
僑

前
）。こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
吉
村
氏
は
、

地
熱
発
電
を
用
い
た
廃
校
跡
地
で
の

騰
塵

鷹

腔

脇

騰

題

０

鷹

腫

晟

臆

ほ

１１

ほ

だ
っ
た
が
、
登
壇
者
が
話
す
内
容
は

嬌
臓
贋
い
隆
ト
ト
段
Ｆ
ぼ
Ｆ
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□
像
夢
甕

講
演
を
行

っ
て
い
る
。

共
に
、
識
者
が

「水
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

毎
回
、
同
社
が
事
業
活
動
を
報
告
す
る
と

ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は

月
３‐
日
、
市
内
で
第
５
回

「水
環
境
フ
ォ
ー

ど
を
手
が
け
る
長
岡
市
の
緑
水
工
業
は
１０

上
下
水
道
施
設
の
運
転

・
維
持
管
理
な

ビップグループでは、ェンバーミング
という高度な技術を県内で、tヽち早     美しいお別れを

見贈驚鍔姦:騨1;ェンバーミング葬
姿、大好きだった洋服や着物をお召

しにな。ブ、生前とお変わりのないお   エンバーミングが、大切な人に、
別れができるようにな

',ま
した。      尊厳と安らぎをもたらします。
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